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わたしは、ようちえんのときになかのよかったおともだちとは、べつの小学校にかよ

っています。いまいっている小学校に、ようちえんのおともだちは、あまりいません。

いまでは、小学校にもたくさんのおともだちができました。でも、四がつのころは、な

かのよいおともだちが大ぜいいるようちえんに、もどりたいなとおもいました。 

小学校にはいって、すこしたった五がつに、きんじょのこうえんで、ようちえんのお

ともだちのみゆちゃんにあいました。わたしはうれしくなって、ニコニコすると、みゆ

ちゃんがわたしに、 

「いっしょに、ブランコであそぼう。」 

とこえをかけてくれました。二りでわらいながら、ブランコをこぐと、みゆちゃんは、

とつぜん、 

「『あさ、なかがわりえこ 

いい こと たくさん 

いちにちが 

はじまる』」 

といったので、わたしはびっくりしました。なぜなら、わたしがもっているきょうかし

ょにのっているし
．
だったからです。わたしは、（わたしもしってる！わたしもうたおう！）

とおもって、 

「『ぼくも 

わたしも 

せんせいも』」 

と、大きいこえでいいました。みゆちゃんは、 

「え！いっしょなんだね。」 

といって、めが大きくなりました。わたしが 

「うん。」 

というと、二りで 

「『つながる 

つながる 

まるく なる』」 

と、いっしょになってさけびました。ブランコもたのしそうに、いっしょにキーキーい

いました。 

「『みんな なかよし 

いちねんせい』」 

と、二りでいったとき、ブランコは一ばんたかくまで上がって、いきおいよく空にとん

でいきそうでした。 

こうえんからのかえりみち、おかあさんがわたしに、 

「おなじし
．
を、いっしょにいえて二りは、なかがわりえこさんのし

．
みたいに、つながっ

ていたね。」 

といいました。わたしもおかあさんもわらいました。 


